青明舎　　フェイスシート

平成19年　６月　４日　担当：清水　博己　　　　　

	入　所　者
	氏　名　麦沢　守　様　　　　　男・女　　　　昭和50年　4月　5日生（32歳）

	
	〒　　　　　住　所　　岩手県九戸郡洋野町種市23-81-66　　電話　0194－65－2863

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　

	
	発症時期
	　Ｈ３年１１月頃（１６歳時）
	罹 患 期 間
	約16年

	
	入院回数
	　　回　　
	延べ入院年数
	　約　　年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	土曜日（４週　１　回）

	医療区分
	国保・本人
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　職場実習（根城グリーン建設）Ｈ１９．４．２～５．３１

　社会適応訓練（根城グリーン建設）Ｈ１９．６．１（予定）

	住まいの場
	　自宅

	入所年月日
	
	身長
	cm
	体重
	kg

	最終学歴
	野辺地高校卒
	免許・資格
	

	職　歴
	　ステンレス工場勤務（約６ヶ月）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　麦沢　ユリ　様　　　　　　　続柄　　　　　　（同居　・否）

	利用目的



	入院・治療歴　初診日（平成４年１０月　松平病院）

①石山内科神経科（平成5年6月～10月）

②岩手医大病院（平成5年10月～11月）

③みちのく記念病院（平成6年11月）

④みちのく記念病院（平成6年12月～平成7年1月）

⑤みちのく記念病院（平成9年4月）

⑥みちのく記念病院（平成9年4月～6月）

⑦青南病院（平成14年4月22日～平成15年4月20日）

	生活歴　

岩手県旧種市町にて同胞5名の第5子として出生。地元の中学校卒業後、八戸工業大学第一高等学校入学。2年生の時に、喫煙を教師に発見され、罰として坊主頭された頃より、不登校、閉じこもりが出現し、松平病院に通院。2年生で高校を中退し、ｱﾙﾊﾞｲﾄをしながら、野辺地高校通信過程を受講。卒業後、6ヶ月ｽﾃﾝﾚｽ工場に勤務する。以後定職はしていない。本人は幻覚妄想状態などで具合が悪くなると、すぐ入院を希望し、体調がよくなると、すぐに退院を希望という事を繰り返し、6回入院歴があった。自宅での生活は主に先天性疾患を患っていた弟の世話や家事手伝いをしていたが、平成14年2月に弟が死去。その後、青南病院ﾃﾞｲｹｱを同年2月19日より利用開始。同年4月21日、「聴こえてくる」「胸が落ち着かない」と部屋を這いずりまわる。嘔吐するも行為あり、翌日、青南病院受診し入院。入院中にトイレで縊首企図があり、隔離室を使用することもあった。平成15年4月20日青南病院退院後は、青南病院外来通院・ﾃﾞｲｹｱ利用を継続していた。職を求めて、職業安定所へ通い、面接をするもすべて不採用となる。2年前に掃除作業を1年行ない、その後は家事を手伝いながら、図書館に通い、資格取得の本や、宗教に関する本を読む事があった。平成17年5月、同居の母親が入院。入院中の世話、退院後の通院の送迎や料理・洗濯・身の回りの世話を一人で行なうようになった。交通の便が悪い為、ﾃﾞｲｹｱ通所は不定期であった。平成18年3月中旬から食事量の減少・不眠が出現。同年3月28日、宗教に関する話をしたり、部屋の中を転がりだす奇異な行動がみられ、家族が青南病院へ電話相談。同日22:30、家族と共に受診し入院となる。H18.3.28急性期治療病棟Aﾕﾆｯﾄへ入院。入院時は｢神様｣｢自分は守ではありません｣等という妄想に左右された発言が多く、床を転がる等の奇異な行動も見られ、睡眠状態も不安定な状態であった。徐々に睡眠状態も安定し、上記症状も鎮静化した為、H18.4.18急性期治療病棟Bﾕﾆｯﾄへ転室。転室後も落ち着いて病棟生活を送る事ができていたが、退院に対する不安等を訴えるようになる。H18.4.26外泊訓練開始。症状鎮静化し、家族の受け入れ態勢整った為、H18.5.12退院となる。

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母と弟の３人暮しとなる。障害年金を受給しているが、本人は年金支給額が下がるのではないかと不安になることが多い。


平成　19年　 6月　4日　（月）

	氏　名
	　　麦沢　守　　様
	男・女
	生年月日
	　Ｓ５０年４月５日　（３２歳）


	長期目標（中期・短期）

	　再発を予防し、就労を継続する。


　　　　　　

	これまでの経過

	平成１８年１１月障害者雇用面接会にて、根城グリーン建設の面接を受ける。その際に、平成１９年４月からの受け入れ、という事で話がまとまる。青南病院より電話があり、「体調が悪い」という連絡があり、受診をしたとの情報がある。後日本人より詳細を聞くと「ダイエットの為に水を一度に６L飲んだ、具合が悪くなった」と話す。水中毒を説明し、今後の体調管理と就労前の訓練の必要性を説明し、３月より根城グリーン建設での就労に向けての訓練を開始する。青山荘での荘内清掃をメインに行う。４月より根城グリーン建設にて実習を開始。週５～６日、８時～１７時（自宅を出るのは６時３０分）の訓練。作業の理解も早く、担当者から指導を受けながら行う。体力的な面での不調を懸念していたが、特に問題もなく、同じ訓練生とも問題なく作業を行う。会社からの評価も良いが、一般就労（最低賃金）のレベルではなく、もう少し訓練をしてからの雇用という事で、平成１９年６月１日付けで社会適応訓練事業を根城グリーン建設にて開始。本人への報酬として、会社への助成金１日１８００円プラス会社からの持ち出し２０００円の計３８００円が日給となる。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	過重労働による再発の危険性
	· 定期的なフォローアップ　２，３週に１回の訪問による情報収集

· 通院・服薬の確認

· 定期的な休暇をとれるような職場環境作り
	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：　清水　博己

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

福島在住





自宅








洋野町在住





仙台在住





自宅





出稼ぎ








